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《会員数》
（令和元年6月1日現在）

男　………1,032名
女　…………594名
計　………1,626名
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事
業
予
定

令
和
元
年

７
月
９
日
㈫
　
就
業
希
望
会
員
の
相
談
会

　
　
11
日
㈭
　
入
会
説
明
会

　
　
12
日
㈮
　
配
分
金
支
払
い

　
　
18
日
㈭
　
新
入
会
員
研
修

　
　
19
日
㈮
　
第
３
回
理
事
会

８
月
８
日
㈭
　
入
会
説
明
会

　
　
15
日
㈭
　
配
分
金
支
払
い

　
　
22
日
㈭
　
新
入
会
員
研
修

　
　
23
日
㈮
　
第
４
回
理
事
会

　
　
24
日
㈯
　
第
１
回
臨
時
入
会
説
明
会

９
月
12
日
㈭
　
入
会
説
明
会

　
　
13
日
㈮
　
配
分
金
支
払
い

　
　
19
日
㈭
　
新
入
会
員
研
修

　
　
27
日
㈮
　
第
５
回
理
事
会

　
今
回
は
時
代
の
流
れ
か
ら
、
綴
り

ま
し
た
。
私
達
は
、
昭
和
、
平
成
、

令
和
の
三
代
に
わ
た
る
時
代
に
生
き

な
が
ら
え
て
い
る
昨
今
、
月
日
の
経

つ
の
が
、
早
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。
平

成
時
代
は
、
東
日
本
大
震
災
、
阪
神

淡
路
大
震
災
、
普
賢
岳
の
大
火
砕
流
、

九
州
熊
本
城
の
崩
壊
な
ど
、
諸
々
の

事
件
、
事
故
、
激
動
の
三
十
一
年
で

し
た
。
新
元
号
「
令
和
」
は
天
皇
陛

下
が
退
位
後
、
五
月
一
日
か
ら
施
行
、

令
和
は
万
葉
集
の
「
梅
花
の
歌
」
か

ら
生
ま
れ
ま
し
た
。
平
成
天
皇
か
ら

令
和
天
皇
へ
新
た
な
時
代
を
迎
え
、

平
穏
無
事
を
願
う
ば
か
り
で
す
。
私

達
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員

全
員
、
年
を
重
ね
て
も
、
自
己
の
責

任
を
持
ち
、
暑
さ
、
寒
さ
に
、
最
善

の
注
意
の
元
、
就
業
に
邁
進
し
ま

し
ょ
う
。
身
体
が
資
本
で
す
。
健
康

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
最
後
に
会
員
の
皆
さ
ん
に
お
願
い

が
あ
り
ま
す
。
友
人
、
知
人
に
お
声

を
か
け
、
一
人
で
も
会
員
の
増
員
に
、

お
力
を
お
借
り
し
た
く
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。（

粕
谷
　
慶
子
）

こ
れ
か
ら
の

事
務
局
だ
よ
り

地　区
東部地区
西部地区
中部地区
南部地区
北部地区
計

新入会員数
（H31年3月～R1年5月）

男
2
8
1
2
7
20

女
1
6
4
8
0
19

計
3
14
5
10
7
39

事業実績内訳表

会員数

受託件数

就業実人数

契約金額

H31
2月

H31
3月

H31
4月

1,635

645

959

47,429

1,605

712

984

54,121

1,629

736

1,000

53,094
（千円） （千円） （千円）

健康！地域貢献！生きがい！口コミで会員拡大を！

●
髙
木
次
長

独
自
事
業
・
筆
耕
・
大
工
・
左
官
・
塗
装
・
畳
・

公
共
（
公
園
等
）・
内
職

●
中
倉
主
任

　
公
共
・
植
木
・
総
務
部
会
・
安
全
管
理

●
中
島
主
事

企
業
（
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
）・

単
発
受
注
・
京
王
閣
・
広
報
委
員
会

●
城
倉
主
事

サ
ー
ビ
ス
公
社
・
チ
ラ
シ
配
布
・
単
発
受
注
・

家
事
援
助

●
田
村
主
事

企
業
（
清
掃
）・
襖
・
障
子
・
網
戸
・
除
草
・
草
刈

●
竹
下
嘱
託
職
員

　
家
事
援
助
・
子
育
て
支
援

●
鈴
木
嘱
託
職
員

　
派
遣
事
業

●
山
本
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　

　
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス

●
堀
内
臨
時
職
員
　
植
木
剪
定
等

●
安
田
臨
時
職
員
　
庶
務
・
経
理
補
助
等

●
茂
住
臨
時
職
員
　
大
工
・
左
官
・
塗
装
・
畳
等

●
荒
井
臨
時
職
員
　
除
草
等

〈
会
員
手
帳
の
購
入
に
つ
い
て
〉

　
２
０
２
０
年
版
会
員
手
帳
の
購
入
を
ご
希

望
の
方
は
、
料
金
を
ご
用
意
の
上
、
事
務
局

に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間
　
８
月
１
日（
木
）〜
９
月
30
日（
月
）

料
　
　
金
　
ま
だ
確
定
し
て
お
り
ま
せ
ん
の

で
、
７
月
下
旬
頃
事
務
局
に
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

第 70回定時総会会長挨拶

総会風景職群班リーダー会議

〈
人
事
異
動
〉

平
成
31
年
４
月
１
日
付

事
務
局
長
代
理
（
昇
任
）　
塚
田
直
之

事
務
局
総
務
次
長
（
昇
任
）
岡
田
圭
史

（
新
規
採
用
）

　
主
事
　
城
倉  

蛍
太
（
じ
ょ
う
く
ら 

け
い
た
）

　
主
事
　
田
村  

祥
（
た
む
ら  

し
ょ
う
）

事
務
局
担
当
（
職
責
）

●
肥
田
事
務
局
長

　
統
括
・
派
遣
事
業
所
長

●
塚
田
事
務
局
長
代
理
兼
就
業
次
長

理
事
会
・
統
計
管
理
・
会
員
管
理
・
事
業

部
会
・
派
遣
元
責
任
者

●
岡
田
総
務
次
長

　
経
理
・
補
助
金
・
庶
務
・
和
洋
裁

　
前
職
は
金
融
機
関
に
６

年
間
勤
務
し
て
お
り
ま
し

た
。
趣
味
は
昨
年
生
ま
れ

た
子
供
と
遊
ぶ
こ
と
が
、

趣
味
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
元
気
な
皆
様
に
負
け
な

い
よ
う
に
日
々
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
気
兼
ね
な
く
お
声
か
け
く
だ
さ

い
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
前
職
は
農
協
関
係
の
仕

事
を
６
年
間
し
て
い
ま
し

た
。
趣
味
は
野
球
と
釣
り

で
す
。
皆
さ
ん
に
快
適
に

働
い
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

事
務
局
職
員
と
し
て
努
力

し
て
参
り
ま
す
。

　
事
務
局
へ
い
ら
し
た
際
は
是
非
気
軽
に
声

を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
か
ら
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
編
●
集
●
後
●
記
●



27

令和元年7月 令和元年7月
CHOFUSHI SILVER JINZAI CENTER

第155号 働くよろこび
CHOFUSHI SILVER JINZAI CENTER

第155号
CHOFUSHI SILVER JINZAI CENTERCHOFUSHI SILVER JINZAI CENTER

働くくくよろこび

安全管理委員会

令和元年 7月安全就業強化月間

１．熱中症予防

★安全就業強化テーマ★

○屋外就業の際は、こまめに休憩、水分・塩分の補給をしましょう。
○屋内でも熱中症の危険性があります。少しでも不調を感じた
ら、我慢しないでただちに医療機関を受診しましょう。

○就業中は仲間に声をかけるなど、お互いに体調を確認してく
ださい。

○昨年発生した傷害事故23件の内９件は転倒・転落による
事故でした。

○こんな時は特に転倒する危険があります。
　・慌てているとき・急いでいるとき
　・両手がふさがっているとき
　・何かに気を取られているとき
　・靴が足に合わないとき

　今
年
度
は
「
平
成
」
か
ら
「
令
和
」

に
元
号
が
代
わ
り
、
安
全
管
理
委
員
会

も
新
た
な
気
持
ち
で
ス
タ
ー
ト
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

　前
年
度
は
夏
の
記
録
的
な
猛
暑
と
異

常
気
象
、
そ
し
て
不
注
意
な
ど
の
要
因

に
よ
る
事
故
（
傷
害
・
賠
償
）
が
前
年

よ
り
も
増
加
発
生
し
ま
し
た
。

　今
年
度
も
事
故
の
予
防
と
防
止
な
ど
に

関
す
る
、研
修
・
勉
強
会
を
タ
イ
ム
リ
ー

に
開
催
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　そ
し
て
、健
康
管
理
を
考
え
た
体
力
・

筋
力
ア
ッ
プ
の
た
め
の
ス
ト
レ
ッ
チ
体

操
研
修
会
を
開
催
し
て
、
転
倒
に
よ
る

ケ
ガ
の
防
止
と
衛
生
管
理
面
の
勉
強
会

を
開
催
し
て
、
会
員
の
皆
さ
ん
が
日
々
、

安
全
で
健
康
に
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に
、

企
画
事
業
を
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

　更
に
軽
度
の
ケ
ガ
な
ど
に
応
急
的
な

救
急
セ
ッ
ト
を
、
事
故
発
生
頻
度
の
多

か
っ
た
職
群
班
へ
の
配
布
を
検
討
し
て

い
ま
す
。

第
一
・
四
半
期
の
研
修
・
勉
強
会
の
報
告

①

　４
月
16
日
（
火
）

「
リ
ー
ダ
ー
兼
安
全
支
援
員
の
勉
強

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
安
全
支

援
員
と
し
て
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
し
て
、
そ
の
役
割
と
年
間

計
画
に
つ
い
て
周
知
、
確
認
を
し

ま
し
た
。

②

　５
月
16
日
（
木
）

「
衛
生
管
理
研
修
会
」
を
家
事
援
助

職
群
班
の
会
員
を
対
象
に
開
催
し

ま
し
た
。
湿
度
、
温
度
が
高
く
な

る
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
食
品
衛
生

に
関
す
る
対
応
と
、
食
中
毒
予
防

の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
出
席
会
員

メ
モ
を
と
り
勉
強
し
て
い
ま
し
た
。

③

　６
月
21
日
（
金
）

「
熱
中
症
対
策
研
修
」
を
配
布
及
び

屋
外
駐
輪
場
の
職
群
班
の
会
員
を

対
象
に
開
催
し
ま
し
た
。
併
せ
て

自
転
車
安
全
点
検
も
実
施
し
ま
し

た
。

　今
年
度
も
早
々
に
夏
日
が
予
想
さ
れ

る
中
、
熱
中
症
対
策
と
予
防
に
つ
い
て

徹
底
し
、
事
故
の
発
生
防
止
を
図
り
ま

す
。

（
今
年
度
の
安
全
研
修
予
定
）

10
月

　ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
研
修

11
月

　ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
研
修

12
月

　安
全
就
業
強
化
月
間

安
全
委
員
会
だ
よ
り

　令
和
初
の
、
節
目
の
第
70
回
定
時
総

会
が
、
去
る
６
月
14
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　司
会
か
ら
、
現
在
の
正
特
会
員
数
は

１
，
６
１
１
名
、
委
任
状
を
含
め
た
出

席
者
数
は
、
１
，
３
８
０
名
で
、
総
会

は
成
立
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　今
回
の
総
会
で
は
、
平
成
30
年
度
事

業
決
算
報
告
と
理
事
９
名
・
監
事
１
名

の
選
任
が
議
案
と
し
て
提
案
さ
れ
、
両

議
案
と
も
に
原
案
ど
お
り
承
認
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
元
年
度
事
業

計
画
及
び
収
支
予
算
に
つ
い
て
も
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

２．転倒事故防止

新
会
長
の
就
任
挨
拶

第
70
回
定
時
総
会
（
報
告
）

臨
時
理
事
会

（
報
告
）

　
氏

　
　
名

永

　
谷

　
　
　
誠

永

　
石

　
正

　
宏

肥

　
田

　
文

　
隆

菊

　
一

　
　
　
優

木

　
村

　
静

　
枝

佐
々
木

　
　
　
修

田

　
中

　
伸

　
一

辻

　
　
　
　
　
薫

村

　
山

　
秋

　
信

横

　
山

　
宏

　
一

川

　
口

　
昌

　
博

ニ
タ
村

　
和

　
一

 

役   

職

会

長

副
会
長

常
務
理
事

理

事

 

〃

 

 

〃

 

 

〃

 

 

〃

 

 

〃

 

 

〃

 

監

事

 

〃

 

新

　役

　員

ストレッチ体操研修会 

参加者募集!! 

「暮らしを拡げる１０の 

筋力トレーニング」

シルバー人材センター事務局まで
お電話でお申し込み下さい
℡０４２－４８７－９３７５  

　立つ、座る、またぐ、拾う、
といった日常生活の動作に応
じた筋肉を10種類の筋力ト
レーニングで鍛えましょう。
日時 令和元年10月17日（木）
 午後２時～
場所 こころの健康支援
　　　センター
定員 30名（先着順）   

　定
時
総
会
終
了
後
臨
時
理
事
会
が
開

催
さ
れ
、
新
会
長
に
永
谷
誠
氏
、
新
副

会
長
に
永
石
正
宏
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。　新

役
員
が
次
の
よ
う
に
決
ま
り
ま
し

た
。

　第
70
回
調
布
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
定
時
総
会
終
了
後
に
開
催
の
臨
時

理
事
会
に
て
、
私
が
会
長
に
選
任
さ
れ
、

就
任
い
た
し
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
宜
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　平
成
30
年
度
の
請
負
事
業
は
前
年
度

よ
り
微
増
、
派
遣
事
業
は
大
幅
に
ア
ッ

プ
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
会
員
、
役
職
員

皆
様
の
ご
努
力
の
お
陰
と
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
少
子
高
齢
化
の
一
段
の
進
行
、

働
き
方
改
革
な
ど
の
方
策
も
あ
り
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
適
正
な
運
営

が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
過
去
40
年

の
経
験
や
知
恵
を
生
か
し
な
が
ら
、
諸

課
題
に
取
り
組
み
、
新
し
い
時
代
も
一

歩
一
歩
す
す
め
て
ま
い
り
ま
す
。
働
く

こ
と
を
通
じ
て
〝
生
き
が
い
〞
の
充
実

と
健
康
な
日
常
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に

と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　今
後
と
も
、
会
員
の
増
強
と
就
業
・

受
注
開
拓
に
注
力
し
て
い
き
ま
す
。
会

員
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　会
員
皆
様
の
健
康
と
益
々
の
活
躍
を

祈
念
し
ま
す
。

会長
永谷　誠

総会受付風景

◎部会長（委員長）　○副部会長（副委員長）

部

　
会

委
員
会

令和元年度・2 年度　専門部会・委員会構成員

総　　務

事　　業

広　　報

安全管理

辻　　薫
東部地区

◎永石　正宏
技能・民間班

◎田中　伸一
（理事） （理事） （理事） （理事） （理事） （会員）

（理事） （理事） （理事） （会員） （会員） （会員）
◎村山　秋信

木村　静枝
西部地区

○横山　宏一
管理・公共群

○木村　静枝

○横山　宏一

菊一　優
中部地区

◎佐々木 修
南部地区

○田中 伸一
北部地区

村山　秋信
家事・作業群

菊一　優 辻　　薫

永石　正宏 長谷川 忠治

佐々木 修 名取　訓

羽入田 紀一 山内 みえ子
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骨
の
話

の
び
の
び
広
場

⑥

　埋
蔵
文
化
財
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
き

て
、
現
在
ま
で
に
六
十
四
体
の
人
骨
を

発
掘
し
て
き
ま
し
た
。
学
生
時
代
は
山

口
県
の
響
灘
に
面
し
た
砂
丘
の
遺
跡
で

「
弥
生
時
代
」
の
人
骨
が
調
査
で
き
る

と
の
こ
と
で
参
加
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
弥
生
時
代
の
生
活
面
に
達
す
る
前

に
中
世
の
墓
域
が
出
て
ま
い
り
ま
し
た
。

墓
と
云
い
ま
し
て
も
、
現
在
の
よ
う
な

墓
標
と
な
る
墓
石
は
な
く
人
骨
が
埋

ま
っ
て
い
る
だ
け
で
す
。
そ
の
人
骨
も

屈
葬
（
膝
を
抱
え
た
ポ
ー
ズ
）
や
伸
展

葬
（
体
を
伸
ば
す
ポ
ー
ズ
）、
伸
展
葬

で
も
、
仰
向
け
の
場
合
（
仰
臥
）、
う

つ
伏
せ
の
場
合
（
俯
臥
）
等
、
様
々
な

ポ
ー
ズ
で
埋
葬
さ
れ
て
い
ま
す
。

　砂
浜
の
中
か
ら
出
土
す
る
人
骨
は
、

砂
の
中
に
あ
る
貝
殻
の
成
分
の
お
か
げ

で
非
常
に
丈
夫
で
し
た
。
調
査
に
な
れ

な
い
う
ち
は
、
頭
蓋
骨
を
大
き
な
石
と

間
違
え
て
、
移
殖
ご
て
で
叩
い
た
も
の

で
し
た
。
骨
を
叩
い
た
後
で
、
筆
や
刷

毛
を
使
っ
て
人
骨
を
丁
寧
に
検
出
し
て

い
く
こ
と
は
、
は
な
は
だ
矛
盾
し
て
い

ま
す
。
あ
る
日
、
調
査
が
終
わ
り
、
宿

舎
で
寛
い
で
い
ま
す
と
、宿
の
人
が
「
で

た
、
で
た
」
と
私
を
呼
び
に
き
ま
し
た
。

行
っ
て
み
ま
す
と
、
畑
か
ら
人
骨
が
顔

を
出
し
て
い
ま
す
。
夕
食
の
サ
メ
の
洗

い
を
食
べ
よ
う
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
で

す
が
、
翌
日
の
調
査
準
備
を
整
え
、
急

ぎ
宿
舎
に
戻
り
ま
し
た
。
ま
た
、
台
風

一
過
の
翌
日
に
海
水
浴
に
行
く
と
、
海

に
は
大
腿
骨
が
浮
か
ん
で
い
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。

　こ
の
よ
う
に
慣
れ
親
し
ん
だ
人
骨
で

す
が
、
調
布
市
に
就
職
し
て
以
来
、
縁

が
薄
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
あ
た
り
は

酸
性
土
壌
で
す
の
で
、
出
土
す
る
骨
は

非
常
に
脆
く
骨
の
残
り
は
悪
く
て
、
近

世
頃
の
人
骨
が
何
と
か
形
を
保
っ
て
い

ま
す
。
近
世
の
人
骨
は
研
究
機
関
で
も

引
き
取
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
し
、
市
役
所

の
埋
葬
届
も
出
ま
せ
ん
か
ら
、
取
り
扱

い
に
は
大
変
に
憂
慮
し
ま
す
。

（
調
布
市
郷
土
博
物
館

　十
時
）

感 

謝 

と 

リ 

セ 

ッ 

ト

　会
長
就
任
以
来
、
皆
様
に
は
本
当
に

ご
支
援
ご
協
力
を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
感
謝
感
謝
で
す
。

　「光
陰
矢
の
ご
と
し
」
の
「
あ
っ
と
」

い
う
間
の
２
年
間
で
し
た
。

　い
ろ
い
ろ
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
関

係
の
皆
様
に
は
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
は
第
５
の
人
生
を
思
い
っ

き
り
自
由
に
生
き
て
ゆ
き
ま
す
。

　心
身
共
に
リ
セ
ッ
ト
し
再
び
今
の
自

分
に
合
わ
せ
て
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
。
天
か

ら
与
え
ら
れ
た
余
命
を
有
効
に
活
か
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　あ
る
女
性
会
員
の
事
で
す
。
英
会
話

教
師
の
彼
女
は
73
歳
に
し
て
Ｔ
大
学
の

修
士
課
程
に
合
格
し
４
月
か
ら
英
文
学

を
再
勉
強
し
て
い
ま
す
。

　多
様
な
価
値
観
と
と
も
に
、
高
齢
化

も
着
実
に
進
ん
で
お
り
、
多
様
性
は
パ

ワ
ー
で
も
あ
り
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
シ
ル
バ
ー
の
持
続
可
能

性
は
無
限
大
で
あ
り
ま
す
。

　そ
の
た
め
に
組
織
は
「
若
返
り
」
と

〈
会
員
か
ら
選
出
さ
れ
た
委
員
の
紹
介
〉

　
広
報
委
員
１
名
、
安
全
管
理
委
員
３

名
と
な
り
ま
す
。

広
報
委
員

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
に
よ
る
情

報
共
有
化
・
活
性
化
が
不
可
欠
な
時
で

も
あ
り
ま
す
。

　新
し
い
会
長
を
中
心
に
会
員
・
役
職

員
、
皆
で
力
を
合
わ
せ
知
恵
を
絞
り
令

和
の
新
シ
ル
バ
ー
を
築
い
て
頂
き
た
い

と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　最
後
に
皆
様
の
健
康
を
祈
念
し
退
任

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

川
村
信
介

〈
退
任
理
事
〉

　川
村

　信
介
（
前
会
長
）

　粕
谷

　慶
子
（
前
理
事
）

　笹
谷

　雄
次
（
前
理
事
）

　中
野

　侚
彦
（
前
理
事
）

〈
退
任
監
事
〉

　池
田

　恭
司
（
前
監
事
）

長
い
間
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　我
家
に
は
、
妻
が
残
し
て
逝
っ
た
一

匹
の
キ
ジ
ト
ラ
の
猫
が
い
る
。
名
前
は

ミ
ミ
ち
ゃ
ん
だ
。
九
年
間
も
一
緒
に
住

ん
で
い
る
と
、
猫
と
は
言
え
飼
い
主
と
、

お
互
い
の
気
持
ち
が
通
じ
る
も
の
が
あ

る
。　私

が
仕
事
で
夜
遅
く
帰
宅
し
て
も
、

い
つ
も
玄
関
ま
で
迎
え
に
来
る
。
と
て

も
律
儀
だ
、
私
が
ミ
ミ
と
声
を
か
け
、

な
で
て
や
る
と
気
分
良
さ
そ
う
に
ス
タ

ス
タ
と
居
間
へ
先
に
入
っ
て
行
く
、
私

も
後
か
ら
つ
い
て
行
く
、
帰
宅
し
て

ほ
っ
こ
り
す
る
一
時
だ
。

　ど
ん
な
に
仲
良
い
夫
婦
で
も
、
九
年

も
一
緒
に
住
ん
で
い
る
と
、
一
度
は
喧

嘩
も
あ
る
と
思
う
が
、
ミ
ミ
と
私
は
一

度
も
喧
嘩
し
た
こ
と
は
な
い
、
ミ
ミ
と

私
は
平
和
な
相
棒
だ
。

　こ
ん
な
私
に
も
一
つ
気
の
入
ら
な
い

事
が
あ
る
、
体
の
小
さ
な
ミ
ミ
が
、
飼

い
主
の
私
を
い
つ
も
上
か
ら
目
線
で
見

て
い
る
こ
と
だ
。

　ミ
ミ
が
私
に
伝
え
た
い
事
は
、
猫
鳴

声
で
し
っ
か
り
伝
え
て
来
る
。

　私
は
、
ミ
ミ
の
言
う
事
を
つ
い
聞
い

て
し
ま
う
。
そ
ん
な
ミ
ミ
と
暮
ら
し
て

温
も
り
を
感
じ
る
、
い
つ
の
間
に
や
ら

猫
好
き
に
な
っ
た
様
だ
。

有料駐輪場
調布南・バイク班

菊一　優

会
長
退
任
の
あ
い
さ
つ

我
家
の
主

　猫の
ミ
ミ
と
暮
ら
し
て

小島町遺跡近世墓

く
っ
そ
う

ひ
び
き
な
だ

し
ん
て
ん

そ
う

ぎ
ょ
う
が

ふ

　が

副会長
永石　正宏

常務理事
兼事務局長
肥田　文隆

菊一　優

木村　静枝

佐々木　修

田中　伸一

辻　　薫

村山　秋信

川口　昌博

ニタ村　和一

横山　宏一

〈
理
事
の
紹
介
〉

名取　訓長谷川  忠治

羽入田  紀一

山内  みえ子

安
全
管
理
委
員

〈
監
事
の
紹
介
〉

「
の
び
の
び
広
場
」
は

会
員
皆
さ
ん
の
ご
自
由
な

テ
ー
マ
で
の
、
投
稿
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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骨
の
話

の
び
の
び
広
場

⑥

　埋
蔵
文
化
財
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
き

て
、
現
在
ま
で
に
六
十
四
体
の
人
骨
を

発
掘
し
て
き
ま
し
た
。
学
生
時
代
は
山

口
県
の
響
灘
に
面
し
た
砂
丘
の
遺
跡
で

「
弥
生
時
代
」
の
人
骨
が
調
査
で
き
る

と
の
こ
と
で
参
加
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
弥
生
時
代
の
生
活
面
に
達
す
る
前

に
中
世
の
墓
域
が
出
て
ま
い
り
ま
し
た
。

墓
と
云
い
ま
し
て
も
、
現
在
の
よ
う
な

墓
標
と
な
る
墓
石
は
な
く
人
骨
が
埋

ま
っ
て
い
る
だ
け
で
す
。
そ
の
人
骨
も

屈
葬
（
膝
を
抱
え
た
ポ
ー
ズ
）
や
伸
展

葬
（
体
を
伸
ば
す
ポ
ー
ズ
）、
伸
展
葬

で
も
、
仰
向
け
の
場
合
（
仰
臥
）、
う

つ
伏
せ
の
場
合
（
俯
臥
）
等
、
様
々
な

ポ
ー
ズ
で
埋
葬
さ
れ
て
い
ま
す
。

　砂
浜
の
中
か
ら
出
土
す
る
人
骨
は
、

砂
の
中
に
あ
る
貝
殻
の
成
分
の
お
か
げ

で
非
常
に
丈
夫
で
し
た
。
調
査
に
な
れ

な
い
う
ち
は
、
頭
蓋
骨
を
大
き
な
石
と

間
違
え
て
、
移
殖
ご
て
で
叩
い
た
も
の

で
し
た
。
骨
を
叩
い
た
後
で
、
筆
や
刷

毛
を
使
っ
て
人
骨
を
丁
寧
に
検
出
し
て

い
く
こ
と
は
、
は
な
は
だ
矛
盾
し
て
い

ま
す
。
あ
る
日
、
調
査
が
終
わ
り
、
宿

舎
で
寛
い
で
い
ま
す
と
、宿
の
人
が
「
で

た
、
で
た
」
と
私
を
呼
び
に
き
ま
し
た
。

行
っ
て
み
ま
す
と
、
畑
か
ら
人
骨
が
顔

を
出
し
て
い
ま
す
。
夕
食
の
サ
メ
の
洗

い
を
食
べ
よ
う
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
で

す
が
、
翌
日
の
調
査
準
備
を
整
え
、
急

ぎ
宿
舎
に
戻
り
ま
し
た
。
ま
た
、
台
風

一
過
の
翌
日
に
海
水
浴
に
行
く
と
、
海

に
は
大
腿
骨
が
浮
か
ん
で
い
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。

　こ
の
よ
う
に
慣
れ
親
し
ん
だ
人
骨
で

す
が
、
調
布
市
に
就
職
し
て
以
来
、
縁

が
薄
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
あ
た
り
は

酸
性
土
壌
で
す
の
で
、
出
土
す
る
骨
は

非
常
に
脆
く
骨
の
残
り
は
悪
く
て
、
近

世
頃
の
人
骨
が
何
と
か
形
を
保
っ
て
い

ま
す
。
近
世
の
人
骨
は
研
究
機
関
で
も

引
き
取
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
し
、
市
役
所

の
埋
葬
届
も
出
ま
せ
ん
か
ら
、
取
り
扱

い
に
は
大
変
に
憂
慮
し
ま
す
。

（
調
布
市
郷
土
博
物
館

　十
時
）

感 

謝 

と 

リ 

セ 

ッ 

ト

　会
長
就
任
以
来
、
皆
様
に
は
本
当
に

ご
支
援
ご
協
力
を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
感
謝
感
謝
で
す
。

　「光
陰
矢
の
ご
と
し
」
の
「
あ
っ
と
」

い
う
間
の
２
年
間
で
し
た
。

　い
ろ
い
ろ
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
関

係
の
皆
様
に
は
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
は
第
５
の
人
生
を
思
い
っ

き
り
自
由
に
生
き
て
ゆ
き
ま
す
。

　心
身
共
に
リ
セ
ッ
ト
し
再
び
今
の
自

分
に
合
わ
せ
て
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
。
天
か

ら
与
え
ら
れ
た
余
命
を
有
効
に
活
か
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　あ
る
女
性
会
員
の
事
で
す
。
英
会
話

教
師
の
彼
女
は
73
歳
に
し
て
Ｔ
大
学
の

修
士
課
程
に
合
格
し
４
月
か
ら
英
文
学

を
再
勉
強
し
て
い
ま
す
。

　多
様
な
価
値
観
と
と
も
に
、
高
齢
化

も
着
実
に
進
ん
で
お
り
、
多
様
性
は
パ

ワ
ー
で
も
あ
り
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
シ
ル
バ
ー
の
持
続
可
能

性
は
無
限
大
で
あ
り
ま
す
。

　そ
の
た
め
に
組
織
は
「
若
返
り
」
と

〈
会
員
か
ら
選
出
さ
れ
た
委
員
の
紹
介
〉

　
広
報
委
員
１
名
、
安
全
管
理
委
員
３

名
と
な
り
ま
す
。

広
報
委
員

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
に
よ
る
情

報
共
有
化
・
活
性
化
が
不
可
欠
な
時
で

も
あ
り
ま
す
。

　新
し
い
会
長
を
中
心
に
会
員
・
役
職

員
、
皆
で
力
を
合
わ
せ
知
恵
を
絞
り
令

和
の
新
シ
ル
バ
ー
を
築
い
て
頂
き
た
い

と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　最
後
に
皆
様
の
健
康
を
祈
念
し
退
任

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

川
村
信
介

〈
退
任
理
事
〉

　川
村

　信
介
（
前
会
長
）

　粕
谷

　慶
子
（
前
理
事
）

　笹
谷

　雄
次
（
前
理
事
）

　中
野

　侚
彦
（
前
理
事
）

〈
退
任
監
事
〉

　池
田

　恭
司
（
前
監
事
）

長
い
間
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　我
家
に
は
、
妻
が
残
し
て
逝
っ
た
一

匹
の
キ
ジ
ト
ラ
の
猫
が
い
る
。
名
前
は

ミ
ミ
ち
ゃ
ん
だ
。
九
年
間
も
一
緒
に
住

ん
で
い
る
と
、
猫
と
は
言
え
飼
い
主
と
、

お
互
い
の
気
持
ち
が
通
じ
る
も
の
が
あ

る
。　私

が
仕
事
で
夜
遅
く
帰
宅
し
て
も
、

い
つ
も
玄
関
ま
で
迎
え
に
来
る
。
と
て

も
律
儀
だ
、
私
が
ミ
ミ
と
声
を
か
け
、

な
で
て
や
る
と
気
分
良
さ
そ
う
に
ス
タ

ス
タ
と
居
間
へ
先
に
入
っ
て
行
く
、
私

も
後
か
ら
つ
い
て
行
く
、
帰
宅
し
て

ほ
っ
こ
り
す
る
一
時
だ
。

　ど
ん
な
に
仲
良
い
夫
婦
で
も
、
九
年

も
一
緒
に
住
ん
で
い
る
と
、
一
度
は
喧

嘩
も
あ
る
と
思
う
が
、
ミ
ミ
と
私
は
一

度
も
喧
嘩
し
た
こ
と
は
な
い
、
ミ
ミ
と

私
は
平
和
な
相
棒
だ
。

　こ
ん
な
私
に
も
一
つ
気
の
入
ら
な
い

事
が
あ
る
、
体
の
小
さ
な
ミ
ミ
が
、
飼

い
主
の
私
を
い
つ
も
上
か
ら
目
線
で
見

て
い
る
こ
と
だ
。

　ミ
ミ
が
私
に
伝
え
た
い
事
は
、
猫
鳴

声
で
し
っ
か
り
伝
え
て
来
る
。

　私
は
、
ミ
ミ
の
言
う
事
を
つ
い
聞
い

て
し
ま
う
。
そ
ん
な
ミ
ミ
と
暮
ら
し
て

温
も
り
を
感
じ
る
、
い
つ
の
間
に
や
ら

猫
好
き
に
な
っ
た
様
だ
。

有料駐輪場
調布南・バイク班

菊一　優

会
長
退
任
の
あ
い
さ
つ

我
家
の
主

　猫の
ミ
ミ
と
暮
ら
し
て

小島町遺跡近世墓

く
っ
そ
う

ひ
び
き
な
だ

し
ん
て
ん

そ
う

ぎ
ょ
う
が

ふ

　が

副会長
永石　正宏

常務理事
兼事務局長
肥田　文隆

菊一　優

木村　静枝

佐々木　修

田中　伸一

辻　　薫

村山　秋信

川口　昌博

ニタ村　和一

横山　宏一

〈
理
事
の
紹
介
〉

名取　訓長谷川  忠治

羽入田  紀一

山内  みえ子

安
全
管
理
委
員

〈
監
事
の
紹
介
〉

「
の
び
の
び
広
場
」
は

会
員
皆
さ
ん
の
ご
自
由
な

テ
ー
マ
で
の
、
投
稿
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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　退
職
後
、
ヒ
マ
を
持
て
余
し
て
い
る

と
き
、
友
人
か
ら
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
高
齢
者
で
も
で
き
る
仕
事
を
紹

介
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
知
り
、
説

明
会
に
参
加
し
職
員
の
方
か
ら
丁
寧
な

説
明
を
聞
き
興
味
を
持
ち
入
会
し
ま
し
た
。

　今
ま
で
に
紹
介
を
い
た
だ
い
た
お
仕

事
は
、
シ
ル
バ
ー
パ
ス
発
行
の
手
続
き
、

た
づ
く
り
８
階
学
習
室
の
受
付
、
現
在

は
た
づ
く
り
１
階
展
示
室
の
受
付
で
す
。

　展
示
の
催
し
は
、
年
６
〜
７
回
く
ら

い
あ
り
、
１
回
の
期
間
は
４
〜
７
週
間

で
７
人
の
会
員
で
就
業
し
て
い
ま
す
。

　展
示
室
で
は
、
展
示
関
連
商
品
の
販

売
も
あ
り
ま
す
が
、
私
は
、
販
売
の
仕

事
に
経
験
が
な
く
苦
手
な
方
な
の
で
、

混
雑
し
て
い
る
時
に
、
受
付
と
販
売
の

仕
事
が
重
な
る
と
、
と
て
も
緊
張
し
て

し
ま
い
ま
す
。

　日
々
、
多
く
の
お
客
さ
ま
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
中
で
、
同
じ
接
し
方
を
し
て
も
、

満
足
に
思
わ
れ
る
方
と
そ
う
で
な
い
方

が
お
ら
れ
、
人
と
の
接
し
方
の
難
し
さ

を
痛
感
し
困
惑
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　そ
の
よ
う
な
と
き
、
素
晴
ら
し
い
作

品
に
感
動
さ
れ
「
よ
か
っ
た
」、「
あ
り

が
と
う
」
な
ど
の
嬉
し
い
言
葉
を
か
け

ら
れ
た
り
、
母
親
に
手
を
引
か
れ
た
小

さ
な
お
子
さ
ん
が
、
笑
顔
で
「
バ
イ
バ

イ
」
と
手
を
振
り
な
が
ら
帰
っ
て
行
く

姿
に
癒
さ
れ
て
い
ま
す
。

　こ
の
展
示
室
の
お
仕
事
で
、
私
自
身
、

知
ら
な
か
っ
た
様
々
な
芸
術
の
ジ
ャ
ン

ル
を
知
り
、
多
く
の
素
晴
ら
し
い
作
品

に
触
れ
感
動
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　そ
し
て
良
き
シ
ル
バ
ー
会
員
の
仲
間

に
支
え
ら
れ
５
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

的
に
も
体
力
的
に
も
余
裕
が
で
き
る
と

店
内
の
各
ス
タ
ッ
フ
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　日
常
の
仕
事
中
に
、
多
く
の
お
客
様

か
ら
声
を
か
け
て
い
た
だ
く
の
が
「
い

つ
も
お
元
気
で
す
ね
」「
羨
ま
し
い
で

す
ね
」
と
い
っ
た
内
容
の
も
の
で
、
お

か
げ
さ
ま
で
と
い
う
べ
き
か
大
変
あ
り

が
た
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　職
場
は
店
長
以
下
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ス

は
皆
さ
ん
若
い
世
代
で
、
気
を
付
け
な

い
と
つ
い
う
っ
か
り
ぞ
ん
ざ
い
な
対
応

を
し
て
し
ま
い
、
失
礼
な
こ
と
を
し
て

し
ま
っ
た
事
も
あ
り
ま
し
た
。
過
去
の

キ
ャ
リ
ア
や
プ
ラ
イ
ド
を
か
な
ぐ
り
捨

て
て
、
な
ん
て
大
袈
裟
に
考
え
る
必
要

は
な
く
、
只
々
健
康
維
持
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
向
上
を
念
頭
に
置
い
て
、

日
々
の
や
る
べ
き
こ
と
を
き
ち
き
ち

や
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

を
つ
な
ぐ
活
動
」
を
楽
し
ん
で
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
会
員
の
方
に
は
、
会

員
一
人
一
人
の
自
宅
ま
で
来
て
く
れ
る

地
区
委
員
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
で
接
し

て
頂
け
る
こ
と
を
、
心
か
ら
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

第
78
回
多
摩
川
ク
リ
ー
ン
作
戦

　
（
こ
と
し
も
あ
り
が
と
う
！
）

　４
月
14
日
（
日
）
早
朝
、
調
布
市
の

呼
び
か
け
で
今
年
も
早
朝
か
ら
多
く
の

団
体
が
多
摩
川
河
川
敷
に
集
ま
り
ま
し

た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
当
セ
ン
タ
ー
の

社
会
奉
仕
活
動
の
一
環
と
し
て
約
60
名

の
仲
間
が
参
加
し
ま
し
た
。
最
近
は
市

民
の
マ
ナ
ー
も
向
上
し
ゴ
ミ
の
少
な
い

河
川
敷
で
す
が
、
そ
ん
な
光
景
を
確
認

し
な
が
ら
朝
早
く
か
ら
子
供
達
や
仲
間

と
歩
く
と
、
今
日
も
い
い
日
が
始
ま
る

予
感
が
し
て
き
ま
す
。

ま
た
、
５
月
14
日

（
火
）
に
予
定
し
て

お
り
ま
し
た
駅
前
清

掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、

残
念
な
が
ら
雨
の
た

め
中
止
と
な
り
ま
し

た
。

（
総
務
部
会
）

　今
か
ら
７
年
ほ
ど
前
に
、
長
年
に
わ

た
っ
て
勤
め
て
い
た
職
場
を
退
職
し
半

年
も
す
る
と
、
体
力
維
持
や
日
常
の
健

康
管
理
が
気
に
な
る
こ
と
が
多
く
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
自
ら
計
画
を
立
て

て
体
力
の
維
持
強
化
を
図
る
な
ど
到
底

な
ま
く
ら
人
間
の
私
と
し
て
は
無
理
な

話
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
こ
う
す
る
う

ち
に
家
内
か
ら
「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
は
色
々
仕
事
が
あ
る
そ
う
だ
か

ら
見
て
き
た
ら
」
と
勧
め
ら
れ
説
明
会

に
参
加
し
ま
し
た
。

　少
し
経
っ
た
頃
に
ス
ー
パ
ー
ス
ト
ア

へ
の
紹
介
が
あ
り
、
主
た
る
仕
事
は
か

ご
や
カ
ー
ト
の
整
理
と
朝
の
入
荷
カ
ー

ゴ
の
荷
下
ろ
し
業
務
と
の
こ
と
で
し
た
。

な
ん
で
も
最
初
は
大
変
な
も
の
で
結
構

想
定
外
の
力
仕
事
へ
の
挑
戦
が
続
き
ま

し
た
が
、
気
に
な
ら
な
く
な
る
ま
で
ひ

と
月
は
か
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　仕
事
も
徐
々
に
慣
れ
て
き
て
、
精
神

就
業
の
よ
ろ
こ
び
〈99〉

令
和
元
年
度
の
事
業
に
つ
い
て

　年
度
初
め
、
職
群
班
リ
ー
ダ
ー
会
議

を
４
月
16
日（
火
）た
づ
く
り
８
階
映
像

シ
ア
タ
ー
に
て
開
催
。
リ
ー
ダ
ー
兼
安

全
支
援
員
57
名
へ
の
委
嘱
状
の
交
付
や

役
割
、
事
業
計
画
の
概
要
、
安
全
就
業

に
つ
い
て
の
周
知
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
、

職
群
班
毎
の
一
人
８
０
０
円
相
当
額
の

活
動
費
の
支
給
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　今
年
度
事
業
計
画
の
骨
子
は
、
更
な

る
事
業
・
受
注
拡
大
に
取
り
組
み
、
各

会
員
の
就
業
希
望
に
添
え
る
様
に
、
推

進
し
て
い
き
ま
す
。
未
就
業
の
会
員
が

就
業
し
な
か
っ
た
理
由
の
多
く
は
「
希

望
す
る
仕
事
が
な
い
」
と
い
う
い
わ
ゆ

る
ミ
ス
マ
ッ
チ
に
よ
る
も
の
で
す
。
対

策
と
し
て
希
望
し
て
い
る
職
種
の
多
様

化
を
勧
め
、
受
注
の
多
い
（
発
注
の
多

い
）
仕
事
へ
の
勧
奨
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
の
必
要
な
技
能
研
修
な
ど
を

一
層
推
し
進
め
た
い
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
方
を
支
え
、
後
押
し
す
る
こ
と
で
す
。

　請
負
・
委
託
の
継
続
契
約
の
拡
大
と

派
遣
事
業
の
増
大
に
注
力
し
、
多
様
な

働
き
方
を
通
じ
て
就
業
会
員
数
の
増
員

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
自
主
自
立
・

共
働
共
助
の
理
念
の
も
と
、
楽
し
く
生

き
生
き
と
シ
ル
バ
ー
生
活
を
過
ご
せ
た

ら
と
思
い
ま
す
。

　一
方
、
会
員
数
は
微
増
で
推
移
し
て

お
り
ま
す
。
会
員
活
動
は
、
高
齢
者
が

身
に
付
け
た
経
験
・
知
恵
を
『
地
域
の

た
め
』
に
提
供
す
る
こ
と
に
積
極
的
な

生
き
が
い
を
み
つ
け
る
き
っ
か
け
に
繋

が
り
ま
す
。
働
く
場
を
見
つ
け
る
こ
と

で
、
よ
り
具
体
化
で
き
る
も
の
と
考
え

ま
す
。
地
域
の
出
会
い
・
交
流
は
〝
若

返
り
の
妙
薬
〞
｜
地
域
住
民
と
し
て
生

活
の
安
心
と
安
全
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　ま
た
、
年
齢
や
家
庭
事
情
な
ど
引
き

留
め
ら
れ
な
い
理
由
に
よ
る
退
会
者
も

お
ら
れ
ま
す
。
未
就
業
を
理
由
の
退
会

も
あ
り
ま
す
。
会
員
数
の
拡
大
に
は
常

に
取
り
組
ん
で
行
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

今
後
と
も
、
会
員
皆
様
の
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
事
業
部
会
）

展
示
・
受
付
班

　
小
野

　
悦
子

良
き
仲
間
に
支
え
ら
れ
て

スーパーストア班
辻　憲三

笑
顔
と
健
康
に
満
た
さ
れ
て

全
地
区
委
員
会
の
開
催

　４月
24
日
（
水
）
午
前
、
今
年
も
た

づ
く
り
８
階
映
像
シ
ア
タ
ー
で
全
地
区

委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　全
地
区
委
員
会
は
、シ
ル
バ
ー
の「
仲

間
作
り
の
役
割
」
を
果
た
す
５
地
区
約

80
名
の
地
区
委
員
が
毎
年
一
堂
に
会
し
、

そ
の
役
割
を
再
確
認
す
る
と
と
も
に
意

見
交
換
を
行
う
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
10
名
の
新
し
い
メ
ン
バ
ー
を
含

め
全
委
員
に
任
期
２
年
の
委
嘱
状
が
交

付
さ
れ
ま
し
た
。

　地
区
委
員
の
方
に
は
会
報
の
配
布
や

地
区
毎
の
全
員
交
流
会
の
企
画
・
運
営

な
ど
、
就
業
の
場
以
外
で
の
「
人
と
人

事
業
部
会
だ
よ
り

総
務
部
会
だ
よ
り全地区委員会

多摩川クリーン作戦
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　退
職
後
、
ヒ
マ
を
持
て
余
し
て
い
る

と
き
、
友
人
か
ら
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
高
齢
者
で
も
で
き
る
仕
事
を
紹

介
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
知
り
、
説

明
会
に
参
加
し
職
員
の
方
か
ら
丁
寧
な

説
明
を
聞
き
興
味
を
持
ち
入
会
し
ま
し
た
。

　今
ま
で
に
紹
介
を
い
た
だ
い
た
お
仕

事
は
、
シ
ル
バ
ー
パ
ス
発
行
の
手
続
き
、

た
づ
く
り
８
階
学
習
室
の
受
付
、
現
在

は
た
づ
く
り
１
階
展
示
室
の
受
付
で
す
。

　展
示
の
催
し
は
、
年
６
〜
７
回
く
ら

い
あ
り
、
１
回
の
期
間
は
４
〜
７
週
間

で
７
人
の
会
員
で
就
業
し
て
い
ま
す
。

　展
示
室
で
は
、
展
示
関
連
商
品
の
販

売
も
あ
り
ま
す
が
、
私
は
、
販
売
の
仕

事
に
経
験
が
な
く
苦
手
な
方
な
の
で
、

混
雑
し
て
い
る
時
に
、
受
付
と
販
売
の

仕
事
が
重
な
る
と
、
と
て
も
緊
張
し
て

し
ま
い
ま
す
。

　日
々
、
多
く
の
お
客
さ
ま
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
中
で
、
同
じ
接
し
方
を
し
て
も
、

満
足
に
思
わ
れ
る
方
と
そ
う
で
な
い
方

が
お
ら
れ
、
人
と
の
接
し
方
の
難
し
さ

を
痛
感
し
困
惑
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　そ
の
よ
う
な
と
き
、
素
晴
ら
し
い
作

品
に
感
動
さ
れ
「
よ
か
っ
た
」、「
あ
り

が
と
う
」
な
ど
の
嬉
し
い
言
葉
を
か
け

ら
れ
た
り
、
母
親
に
手
を
引
か
れ
た
小

さ
な
お
子
さ
ん
が
、
笑
顔
で
「
バ
イ
バ

イ
」
と
手
を
振
り
な
が
ら
帰
っ
て
行
く

姿
に
癒
さ
れ
て
い
ま
す
。

　こ
の
展
示
室
の
お
仕
事
で
、
私
自
身
、

知
ら
な
か
っ
た
様
々
な
芸
術
の
ジ
ャ
ン

ル
を
知
り
、
多
く
の
素
晴
ら
し
い
作
品

に
触
れ
感
動
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　そ
し
て
良
き
シ
ル
バ
ー
会
員
の
仲
間

に
支
え
ら
れ
５
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

的
に
も
体
力
的
に
も
余
裕
が
で
き
る
と

店
内
の
各
ス
タ
ッ
フ
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　日
常
の
仕
事
中
に
、
多
く
の
お
客
様

か
ら
声
を
か
け
て
い
た
だ
く
の
が
「
い

つ
も
お
元
気
で
す
ね
」「
羨
ま
し
い
で

す
ね
」
と
い
っ
た
内
容
の
も
の
で
、
お

か
げ
さ
ま
で
と
い
う
べ
き
か
大
変
あ
り

が
た
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　職
場
は
店
長
以
下
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ス

は
皆
さ
ん
若
い
世
代
で
、
気
を
付
け
な

い
と
つ
い
う
っ
か
り
ぞ
ん
ざ
い
な
対
応

を
し
て
し
ま
い
、
失
礼
な
こ
と
を
し
て

し
ま
っ
た
事
も
あ
り
ま
し
た
。
過
去
の

キ
ャ
リ
ア
や
プ
ラ
イ
ド
を
か
な
ぐ
り
捨

て
て
、
な
ん
て
大
袈
裟
に
考
え
る
必
要

は
な
く
、
只
々
健
康
維
持
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
向
上
を
念
頭
に
置
い
て
、

日
々
の
や
る
べ
き
こ
と
を
き
ち
き
ち

や
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

を
つ
な
ぐ
活
動
」
を
楽
し
ん
で
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
会
員
の
方
に
は
、
会

員
一
人
一
人
の
自
宅
ま
で
来
て
く
れ
る

地
区
委
員
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
で
接
し

て
頂
け
る
こ
と
を
、
心
か
ら
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
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（
こ
と
し
も
あ
り
が
と
う
！
）

　４
月
14
日
（
日
）
早
朝
、
調
布
市
の

呼
び
か
け
で
今
年
も
早
朝
か
ら
多
く
の

団
体
が
多
摩
川
河
川
敷
に
集
ま
り
ま
し

た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
当
セ
ン
タ
ー
の

社
会
奉
仕
活
動
の
一
環
と
し
て
約
60
名

の
仲
間
が
参
加
し
ま
し
た
。
最
近
は
市

民
の
マ
ナ
ー
も
向
上
し
ゴ
ミ
の
少
な
い

河
川
敷
で
す
が
、
そ
ん
な
光
景
を
確
認

し
な
が
ら
朝
早
く
か
ら
子
供
達
や
仲
間

と
歩
く
と
、
今
日
も
い
い
日
が
始
ま
る

予
感
が
し
て
き
ま
す
。

ま
た
、
５
月
14
日

（
火
）
に
予
定
し
て

お
り
ま
し
た
駅
前
清

掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、

残
念
な
が
ら
雨
の
た

め
中
止
と
な
り
ま
し

た
。

（
総
務
部
会
）

　今
か
ら
７
年
ほ
ど
前
に
、
長
年
に
わ

た
っ
て
勤
め
て
い
た
職
場
を
退
職
し
半

年
も
す
る
と
、
体
力
維
持
や
日
常
の
健

康
管
理
が
気
に
な
る
こ
と
が
多
く
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
自
ら
計
画
を
立
て

て
体
力
の
維
持
強
化
を
図
る
な
ど
到
底

な
ま
く
ら
人
間
の
私
と
し
て
は
無
理
な

話
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
こ
う
す
る
う

ち
に
家
内
か
ら
「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
は
色
々
仕
事
が
あ
る
そ
う
だ
か

ら
見
て
き
た
ら
」
と
勧
め
ら
れ
説
明
会

に
参
加
し
ま
し
た
。

　少
し
経
っ
た
頃
に
ス
ー
パ
ー
ス
ト
ア

へ
の
紹
介
が
あ
り
、
主
た
る
仕
事
は
か

ご
や
カ
ー
ト
の
整
理
と
朝
の
入
荷
カ
ー

ゴ
の
荷
下
ろ
し
業
務
と
の
こ
と
で
し
た
。

な
ん
で
も
最
初
は
大
変
な
も
の
で
結
構

想
定
外
の
力
仕
事
へ
の
挑
戦
が
続
き
ま

し
た
が
、
気
に
な
ら
な
く
な
る
ま
で
ひ

と
月
は
か
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　仕
事
も
徐
々
に
慣
れ
て
き
て
、
精
神

就
業
の
よ
ろ
こ
び
〈99〉

令
和
元
年
度
の
事
業
に
つ
い
て

　年
度
初
め
、
職
群
班
リ
ー
ダ
ー
会
議

を
４
月
16
日（
火
）た
づ
く
り
８
階
映
像

シ
ア
タ
ー
に
て
開
催
。
リ
ー
ダ
ー
兼
安

全
支
援
員
57
名
へ
の
委
嘱
状
の
交
付
や

役
割
、
事
業
計
画
の
概
要
、
安
全
就
業

に
つ
い
て
の
周
知
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
、

職
群
班
毎
の
一
人
８
０
０
円
相
当
額
の

活
動
費
の
支
給
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　今
年
度
事
業
計
画
の
骨
子
は
、
更
な

る
事
業
・
受
注
拡
大
に
取
り
組
み
、
各

会
員
の
就
業
希
望
に
添
え
る
様
に
、
推

進
し
て
い
き
ま
す
。
未
就
業
の
会
員
が

就
業
し
な
か
っ
た
理
由
の
多
く
は
「
希

望
す
る
仕
事
が
な
い
」
と
い
う
い
わ
ゆ

る
ミ
ス
マ
ッ
チ
に
よ
る
も
の
で
す
。
対

策
と
し
て
希
望
し
て
い
る
職
種
の
多
様

化
を
勧
め
、
受
注
の
多
い
（
発
注
の
多

い
）
仕
事
へ
の
勧
奨
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
の
必
要
な
技
能
研
修
な
ど
を

一
層
推
し
進
め
た
い
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
方
を
支
え
、
後
押
し
す
る
こ
と
で
す
。

　請
負
・
委
託
の
継
続
契
約
の
拡
大
と

派
遣
事
業
の
増
大
に
注
力
し
、
多
様
な

働
き
方
を
通
じ
て
就
業
会
員
数
の
増
員

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
自
主
自
立
・

共
働
共
助
の
理
念
の
も
と
、
楽
し
く
生

き
生
き
と
シ
ル
バ
ー
生
活
を
過
ご
せ
た

ら
と
思
い
ま
す
。

　一
方
、
会
員
数
は
微
増
で
推
移
し
て

お
り
ま
す
。
会
員
活
動
は
、
高
齢
者
が

身
に
付
け
た
経
験
・
知
恵
を
『
地
域
の

た
め
』
に
提
供
す
る
こ
と
に
積
極
的
な

生
き
が
い
を
み
つ
け
る
き
っ
か
け
に
繋

が
り
ま
す
。
働
く
場
を
見
つ
け
る
こ
と

で
、
よ
り
具
体
化
で
き
る
も
の
と
考
え

ま
す
。
地
域
の
出
会
い
・
交
流
は
〝
若

返
り
の
妙
薬
〞
｜
地
域
住
民
と
し
て
生

活
の
安
心
と
安
全
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　ま
た
、
年
齢
や
家
庭
事
情
な
ど
引
き

留
め
ら
れ
な
い
理
由
に
よ
る
退
会
者
も

お
ら
れ
ま
す
。
未
就
業
を
理
由
の
退
会

も
あ
り
ま
す
。
会
員
数
の
拡
大
に
は
常

に
取
り
組
ん
で
行
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

今
後
と
も
、
会
員
皆
様
の
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
事
業
部
会
）

展
示
・
受
付
班

　
小
野

　
悦
子

良
き
仲
間
に
支
え
ら
れ
て

スーパーストア班
辻　憲三

笑
顔
と
健
康
に
満
た
さ
れ
て

全
地
区
委
員
会
の
開
催

　４月
24
日
（
水
）
午
前
、
今
年
も
た

づ
く
り
８
階
映
像
シ
ア
タ
ー
で
全
地
区

委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　全
地
区
委
員
会
は
、シ
ル
バ
ー
の「
仲

間
作
り
の
役
割
」
を
果
た
す
５
地
区
約

80
名
の
地
区
委
員
が
毎
年
一
堂
に
会
し
、

そ
の
役
割
を
再
確
認
す
る
と
と
も
に
意

見
交
換
を
行
う
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
10
名
の
新
し
い
メ
ン
バ
ー
を
含

め
全
委
員
に
任
期
２
年
の
委
嘱
状
が
交

付
さ
れ
ま
し
た
。

　地
区
委
員
の
方
に
は
会
報
の
配
布
や

地
区
毎
の
全
員
交
流
会
の
企
画
・
運
営

な
ど
、
就
業
の
場
以
外
で
の
「
人
と
人

事
業
部
会
だ
よ
り

総
務
部
会
だ
よ
り全地区委員会

多摩川クリーン作戦
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齢
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介
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。
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介
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付
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付
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。
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７
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。
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付
と
販
売
の

仕
事
が
重
な
る
と
、
と
て
も
緊
張
し
て

し
ま
い
ま
す
。
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満
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接
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感
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す
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と
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ま
す
。
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の
よ
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な
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、
素
晴
ら
し
い
作

品
に
感
動
さ
れ
「
よ
か
っ
た
」、「
あ
り

が
と
う
」
な
ど
の
嬉
し
い
言
葉
を
か
け

ら
れ
た
り
、
母
親
に
手
を
引
か
れ
た
小

さ
な
お
子
さ
ん
が
、
笑
顔
で
「
バ
イ
バ

イ
」
と
手
を
振
り
な
が
ら
帰
っ
て
行
く
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に
癒
さ
れ
て
い
ま
す
。

　こ
の
展
示
室
の
お
仕
事
で
、
私
自
身
、

知
ら
な
か
っ
た
様
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な
芸
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の
ジ
ャ
ン

ル
を
知
り
、
多
く
の
素
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ら
し
い
作
品
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れ
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す
。

　そ
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き
シ
ル
バ
ー
会
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仲
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ら
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迎
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。

的
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も
体
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に
も
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で
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と

店
内
の
各
ス
タ
ッ
フ
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　日
常
の
仕
事
中
に
、
多
く
の
お
客
様

か
ら
声
を
か
け
て
い
た
だ
く
の
が
「
い

つ
も
お
元
気
で
す
ね
」「
羨
ま
し
い
で

す
ね
」
と
い
っ
た
内
容
の
も
の
で
、
お

か
げ
さ
ま
で
と
い
う
べ
き
か
大
変
あ
り

が
た
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　職
場
は
店
長
以
下
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ス

は
皆
さ
ん
若
い
世
代
で
、
気
を
付
け
な

い
と
つ
い
う
っ
か
り
ぞ
ん
ざ
い
な
対
応

を
し
て
し
ま
い
、
失
礼
な
こ
と
を
し
て

し
ま
っ
た
事
も
あ
り
ま
し
た
。
過
去
の

キ
ャ
リ
ア
や
プ
ラ
イ
ド
を
か
な
ぐ
り
捨

て
て
、
な
ん
て
大
袈
裟
に
考
え
る
必
要

は
な
く
、
只
々
健
康
維
持
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
向
上
を
念
頭
に
置
い
て
、

日
々
の
や
る
べ
き
こ
と
を
き
ち
き
ち

や
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

を
つ
な
ぐ
活
動
」
を
楽
し
ん
で
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
会
員
の
方
に
は
、
会

員
一
人
一
人
の
自
宅
ま
で
来
て
く
れ
る

地
区
委
員
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
で
接
し

て
頂
け
る
こ
と
を
、
心
か
ら
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
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！
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早
朝
、
調
布
市
の

呼
び
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け
で
今
年
も
早
朝
か
ら
多
く
の

団
体
が
多
摩
川
河
川
敷
に
集
ま
り
ま
し

た
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こ
の
イ
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ン
ト
は
当
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ン
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ー
の

社
会
奉
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活
動
の
一
環
と
し
て
約
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名

の
仲
間
が
参
加
し
ま
し
た
。
最
近
は
市

民
の
マ
ナ
ー
も
向
上
し
ゴ
ミ
の
少
な
い

河
川
敷
で
す
が
、
そ
ん
な
光
景
を
確
認
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が
ら
朝
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や
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間

と
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く
と
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今
日
も
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日
が
始
ま
る

予
感
が
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き
ま
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。
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、
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日

（
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に
予
定
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て

お
り
ま
し
た
駅
前
清

掃
ボ
ラ
ン
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ア
は
、

残
念
な
が
ら
雨
の
た

め
中
止
と
な
り
ま
し

た
。

（
総
務
部
会
）

　今
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７
年
ほ
ど
前
に
、
長
年
に
わ

た
っ
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勤
め
て
い
た
職
場
を
退
職
し
半

年
も
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る
と
、
体
力
維
持
や
日
常
の
健
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管
理
が
気
に
な
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と
が
多
く
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り

ま
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た
。
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、
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画
を
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を
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。
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、
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取
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会
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の
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に
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就
業
し
な
か
っ
た
理
由
の
多
く
は
「
希

望
す
る
仕
事
が
な
い
」
と
い
う
い
わ
ゆ

る
ミ
ス
マ
ッ
チ
に
よ
る
も
の
で
す
。
対

策
と
し
て
希
望
し
て
い
る
職
種
の
多
様

化
を
勧
め
、
受
注
の
多
い
（
発
注
の
多

い
）
仕
事
へ
の
勧
奨
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
の
必
要
な
技
能
研
修
な
ど
を

一
層
推
し
進
め
た
い
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
方
を
支
え
、
後
押
し
す
る
こ
と
で
す
。

　請
負
・
委
託
の
継
続
契
約
の
拡
大
と

派
遣
事
業
の
増
大
に
注
力
し
、
多
様
な

働
き
方
を
通
じ
て
就
業
会
員
数
の
増
員

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
自
主
自
立
・

共
働
共
助
の
理
念
の
も
と
、
楽
し
く
生

き
生
き
と
シ
ル
バ
ー
生
活
を
過
ご
せ
た

ら
と
思
い
ま
す
。

　一
方
、
会
員
数
は
微
増
で
推
移
し
て

お
り
ま
す
。
会
員
活
動
は
、
高
齢
者
が

身
に
付
け
た
経
験
・
知
恵
を
『
地
域
の

た
め
』
に
提
供
す
る
こ
と
に
積
極
的
な

生
き
が
い
を
み
つ
け
る
き
っ
か
け
に
繋

が
り
ま
す
。
働
く
場
を
見
つ
け
る
こ
と

で
、
よ
り
具
体
化
で
き
る
も
の
と
考
え

ま
す
。
地
域
の
出
会
い
・
交
流
は
〝
若

返
り
の
妙
薬
〞
｜
地
域
住
民
と
し
て
生

活
の
安
心
と
安
全
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　ま
た
、
年
齢
や
家
庭
事
情
な
ど
引
き

留
め
ら
れ
な
い
理
由
に
よ
る
退
会
者
も

お
ら
れ
ま
す
。
未
就
業
を
理
由
の
退
会

も
あ
り
ま
す
。
会
員
数
の
拡
大
に
は
常

に
取
り
組
ん
で
行
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

今
後
と
も
、
会
員
皆
様
の
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
事
業
部
会
）

展
示
・
受
付
班

　
小
野

　
悦
子

良
き
仲
間
に
支
え
ら
れ
て

スーパーストア班
辻　憲三

笑
顔
と
健
康
に
満
た
さ
れ
て

全
地
区
委
員
会
の
開
催

　４月
24
日
（
水
）
午
前
、
今
年
も
た

づ
く
り
８
階
映
像
シ
ア
タ
ー
で
全
地
区

委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　全
地
区
委
員
会
は
、シ
ル
バ
ー
の「
仲

間
作
り
の
役
割
」
を
果
た
す
５
地
区
約

80
名
の
地
区
委
員
が
毎
年
一
堂
に
会
し
、

そ
の
役
割
を
再
確
認
す
る
と
と
も
に
意

見
交
換
を
行
う
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
10
名
の
新
し
い
メ
ン
バ
ー
を
含

め
全
委
員
に
任
期
２
年
の
委
嘱
状
が
交

付
さ
れ
ま
し
た
。

　地
区
委
員
の
方
に
は
会
報
の
配
布
や

地
区
毎
の
全
員
交
流
会
の
企
画
・
運
営

な
ど
、
就
業
の
場
以
外
で
の
「
人
と
人

事
業
部
会
だ
よ
り

総
務
部
会
だ
よ
り全地区委員会

多摩川クリーン作戦
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安全管理委員会

令和元年 7月安全就業強化月間

１．熱中症予防

★安全就業強化テーマ★

○屋外就業の際は、こまめに休憩、水分・塩分の補給をしましょう。
○屋内でも熱中症の危険性があります。少しでも不調を感じた
ら、我慢しないでただちに医療機関を受診しましょう。

○就業中は仲間に声をかけるなど、お互いに体調を確認してく
ださい。

○昨年発生した傷害事故23件の内９件は転倒・転落による
事故でした。

○こんな時は特に転倒する危険があります。
　・慌てているとき・急いでいるとき
　・両手がふさがっているとき
　・何かに気を取られているとき
　・靴が足に合わないとき

　今
年
度
は
「
平
成
」
か
ら
「
令
和
」

に
元
号
が
代
わ
り
、
安
全
管
理
委
員
会

も
新
た
な
気
持
ち
で
ス
タ
ー
ト
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

　前
年
度
は
夏
の
記
録
的
な
猛
暑
と
異

常
気
象
、
そ
し
て
不
注
意
な
ど
の
要
因

に
よ
る
事
故
（
傷
害
・
賠
償
）
が
前
年

よ
り
も
増
加
発
生
し
ま
し
た
。

　今
年
度
も
事
故
の
予
防
と
防
止
な
ど
に

関
す
る
、研
修
・
勉
強
会
を
タ
イ
ム
リ
ー

に
開
催
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　そ
し
て
、健
康
管
理
を
考
え
た
体
力
・

筋
力
ア
ッ
プ
の
た
め
の
ス
ト
レ
ッ
チ
体

操
研
修
会
を
開
催
し
て
、
転
倒
に
よ
る

ケ
ガ
の
防
止
と
衛
生
管
理
面
の
勉
強
会

を
開
催
し
て
、
会
員
の
皆
さ
ん
が
日
々
、

安
全
で
健
康
に
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に
、

企
画
事
業
を
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

　更
に
軽
度
の
ケ
ガ
な
ど
に
応
急
的
な

救
急
セ
ッ
ト
を
、
事
故
発
生
頻
度
の
多

か
っ
た
職
群
班
へ
の
配
布
を
検
討
し
て

い
ま
す
。

第
一
・
四
半
期
の
研
修
・
勉
強
会
の
報
告

①

　４
月
16
日
（
火
）

「
リ
ー
ダ
ー
兼
安
全
支
援
員
の
勉
強

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
安
全
支

援
員
と
し
て
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
し
て
、
そ
の
役
割
と
年
間

計
画
に
つ
い
て
周
知
、
確
認
を
し

ま
し
た
。

②

　５
月
16
日
（
木
）

「
衛
生
管
理
研
修
会
」
を
家
事
援
助

職
群
班
の
会
員
を
対
象
に
開
催
し

ま
し
た
。
湿
度
、
温
度
が
高
く
な

る
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
食
品
衛
生

に
関
す
る
対
応
と
、
食
中
毒
予
防

の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
出
席
会
員

メ
モ
を
と
り
勉
強
し
て
い
ま
し
た
。

③

　６
月
21
日
（
金
）

「
熱
中
症
対
策
研
修
」
を
配
布
及
び

屋
外
駐
輪
場
の
職
群
班
の
会
員
を

対
象
に
開
催
し
ま
し
た
。
併
せ
て

自
転
車
安
全
点
検
も
実
施
し
ま
し

た
。

　今
年
度
も
早
々
に
夏
日
が
予
想
さ
れ

る
中
、
熱
中
症
対
策
と
予
防
に
つ
い
て

徹
底
し
、
事
故
の
発
生
防
止
を
図
り
ま

す
。

（
今
年
度
の
安
全
研
修
予
定
）

10
月

　ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
研
修

11
月

　ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
研
修

12
月

　安
全
就
業
強
化
月
間

安
全
委
員
会
だ
よ
り

　令
和
初
の
、
節
目
の
第
70
回
定
時
総

会
が
、
去
る
６
月
14
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　司
会
か
ら
、
現
在
の
正
特
会
員
数
は

１
，
６
１
１
名
、
委
任
状
を
含
め
た
出

席
者
数
は
、
１
，
３
８
０
名
で
、
総
会

は
成
立
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　今
回
の
総
会
で
は
、
平
成
30
年
度
事

業
決
算
報
告
と
理
事
９
名
・
監
事
１
名

の
選
任
が
議
案
と
し
て
提
案
さ
れ
、
両

議
案
と
も
に
原
案
ど
お
り
承
認
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
元
年
度
事
業

計
画
及
び
収
支
予
算
に
つ
い
て
も
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

２．転倒事故防止

新
会
長
の
就
任
挨
拶

第
70
回
定
時
総
会
（
報
告
）

臨
時
理
事
会

（
報
告
）

　
氏

　
　
名

永

　
谷

　
　
　
誠

永

　
石

　
正

　
宏

肥

　
田

　
文

　
隆

菊

　
一

　
　
　
優

木

　
村

　
静

　
枝

佐
々
木

　
　
　
修

田

　
中

　
伸

　
一

辻

　
　
　
　
　
薫

村

　
山

　
秋

　
信

横

　
山

　
宏

　
一

川

　
口

　
昌

　
博

ニ
タ
村

　
和

　
一

 

役   

職

会

長

副
会
長

常
務
理
事

理

事

 

〃

 

 

〃

 

 

〃

 

 

〃

 

 

〃

 

 

〃

 

監

事

 

〃

 

新

　役

　員

ストレッチ体操研修会 

参加者募集!! 

「暮らしを拡げる１０の 

筋力トレーニング」

シルバー人材センター事務局まで
お電話でお申し込み下さい
℡０４２－４８７－９３７５  

　立つ、座る、またぐ、拾う、
といった日常生活の動作に応
じた筋肉を10種類の筋力ト
レーニングで鍛えましょう。
日時 令和元年10月17日（木）
 午後２時～
場所 こころの健康支援
　　　センター
定員 30名（先着順）   

　定
時
総
会
終
了
後
臨
時
理
事
会
が
開

催
さ
れ
、
新
会
長
に
永
谷
誠
氏
、
新
副

会
長
に
永
石
正
宏
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。　新

役
員
が
次
の
よ
う
に
決
ま
り
ま
し

た
。

　第
70
回
調
布
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
定
時
総
会
終
了
後
に
開
催
の
臨
時

理
事
会
に
て
、
私
が
会
長
に
選
任
さ
れ
、

就
任
い
た
し
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
宜
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　平
成
30
年
度
の
請
負
事
業
は
前
年
度

よ
り
微
増
、
派
遣
事
業
は
大
幅
に
ア
ッ

プ
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
会
員
、
役
職
員

皆
様
の
ご
努
力
の
お
陰
と
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
少
子
高
齢
化
の
一
段
の
進
行
、

働
き
方
改
革
な
ど
の
方
策
も
あ
り
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
適
正
な
運
営

が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
過
去
40
年

の
経
験
や
知
恵
を
生
か
し
な
が
ら
、
諸

課
題
に
取
り
組
み
、
新
し
い
時
代
も
一

歩
一
歩
す
す
め
て
ま
い
り
ま
す
。
働
く

こ
と
を
通
じ
て
〝
生
き
が
い
〞
の
充
実

と
健
康
な
日
常
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に

と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　今
後
と
も
、
会
員
の
増
強
と
就
業
・

受
注
開
拓
に
注
力
し
て
い
き
ま
す
。
会

員
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　会
員
皆
様
の
健
康
と
益
々
の
活
躍
を

祈
念
し
ま
す
。

会長
永谷　誠

総会受付風景

◎部会長（委員長）　○副部会長（副委員長）

部

　
会

委
員
会

令和元年度・2 年度　専門部会・委員会構成員

総　　務

事　　業

広　　報

安全管理

辻　　薫
東部地区

◎永石　正宏
技能・民間班

◎田中　伸一
（理事） （理事） （理事） （理事） （理事） （会員）

（理事） （理事） （理事） （会員） （会員） （会員）
◎村山　秋信

木村　静枝
西部地区

○横山　宏一
管理・公共群

○木村　静枝

○横山　宏一

菊一　優
中部地区

◎佐々木 修
南部地区

○田中 伸一
北部地区

村山　秋信
家事・作業群

菊一　優 辻　　薫

永石　正宏 長谷川 忠治

佐々木 修 名取　訓

羽入田 紀一 山内 みえ子

63

令和元年7月 令和元年7月
CHOFUSHI SILVER JINZAI CENTER

第155号 働くよろこび
CHOFUSHI SILVER JINZAI CENTER

第155号
CHOFUSHI SILVER JINZAI CENTERCHOFUSHI SILVER JINZAI CENTER

働くくくよろこび

骨
の
話

の
び
の
び
広
場

⑥

　埋
蔵
文
化
財
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
き

て
、
現
在
ま
で
に
六
十
四
体
の
人
骨
を

発
掘
し
て
き
ま
し
た
。
学
生
時
代
は
山

口
県
の
響
灘
に
面
し
た
砂
丘
の
遺
跡
で

「
弥
生
時
代
」
の
人
骨
が
調
査
で
き
る

と
の
こ
と
で
参
加
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
弥
生
時
代
の
生
活
面
に
達
す
る
前

に
中
世
の
墓
域
が
出
て
ま
い
り
ま
し
た
。

墓
と
云
い
ま
し
て
も
、
現
在
の
よ
う
な

墓
標
と
な
る
墓
石
は
な
く
人
骨
が
埋

ま
っ
て
い
る
だ
け
で
す
。
そ
の
人
骨
も

屈
葬
（
膝
を
抱
え
た
ポ
ー
ズ
）
や
伸
展

葬
（
体
を
伸
ば
す
ポ
ー
ズ
）、
伸
展
葬

で
も
、
仰
向
け
の
場
合
（
仰
臥
）、
う

つ
伏
せ
の
場
合
（
俯
臥
）
等
、
様
々
な

ポ
ー
ズ
で
埋
葬
さ
れ
て
い
ま
す
。

　砂
浜
の
中
か
ら
出
土
す
る
人
骨
は
、

砂
の
中
に
あ
る
貝
殻
の
成
分
の
お
か
げ

で
非
常
に
丈
夫
で
し
た
。
調
査
に
な
れ

な
い
う
ち
は
、
頭
蓋
骨
を
大
き
な
石
と

間
違
え
て
、
移
殖
ご
て
で
叩
い
た
も
の

で
し
た
。
骨
を
叩
い
た
後
で
、
筆
や
刷

毛
を
使
っ
て
人
骨
を
丁
寧
に
検
出
し
て

い
く
こ
と
は
、
は
な
は
だ
矛
盾
し
て
い

ま
す
。
あ
る
日
、
調
査
が
終
わ
り
、
宿

舎
で
寛
い
で
い
ま
す
と
、宿
の
人
が
「
で

た
、
で
た
」
と
私
を
呼
び
に
き
ま
し
た
。

行
っ
て
み
ま
す
と
、
畑
か
ら
人
骨
が
顔

を
出
し
て
い
ま
す
。
夕
食
の
サ
メ
の
洗

い
を
食
べ
よ
う
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
で

す
が
、
翌
日
の
調
査
準
備
を
整
え
、
急

ぎ
宿
舎
に
戻
り
ま
し
た
。
ま
た
、
台
風

一
過
の
翌
日
に
海
水
浴
に
行
く
と
、
海

に
は
大
腿
骨
が
浮
か
ん
で
い
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。

　こ
の
よ
う
に
慣
れ
親
し
ん
だ
人
骨
で

す
が
、
調
布
市
に
就
職
し
て
以
来
、
縁

が
薄
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
あ
た
り
は

酸
性
土
壌
で
す
の
で
、
出
土
す
る
骨
は

非
常
に
脆
く
骨
の
残
り
は
悪
く
て
、
近

世
頃
の
人
骨
が
何
と
か
形
を
保
っ
て
い

ま
す
。
近
世
の
人
骨
は
研
究
機
関
で
も

引
き
取
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
し
、
市
役
所

の
埋
葬
届
も
出
ま
せ
ん
か
ら
、
取
り
扱

い
に
は
大
変
に
憂
慮
し
ま
す
。

（
調
布
市
郷
土
博
物
館

　十
時
）

感 

謝 

と 

リ 

セ 

ッ 

ト

　会
長
就
任
以
来
、
皆
様
に
は
本
当
に

ご
支
援
ご
協
力
を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
感
謝
感
謝
で
す
。

　「光
陰
矢
の
ご
と
し
」
の
「
あ
っ
と
」

い
う
間
の
２
年
間
で
し
た
。

　い
ろ
い
ろ
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
関

係
の
皆
様
に
は
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
は
第
５
の
人
生
を
思
い
っ

き
り
自
由
に
生
き
て
ゆ
き
ま
す
。

　心
身
共
に
リ
セ
ッ
ト
し
再
び
今
の
自

分
に
合
わ
せ
て
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
。
天
か

ら
与
え
ら
れ
た
余
命
を
有
効
に
活
か
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　あ
る
女
性
会
員
の
事
で
す
。
英
会
話

教
師
の
彼
女
は
73
歳
に
し
て
Ｔ
大
学
の

修
士
課
程
に
合
格
し
４
月
か
ら
英
文
学

を
再
勉
強
し
て
い
ま
す
。

　多
様
な
価
値
観
と
と
も
に
、
高
齢
化

も
着
実
に
進
ん
で
お
り
、
多
様
性
は
パ

ワ
ー
で
も
あ
り
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
シ
ル
バ
ー
の
持
続
可
能

性
は
無
限
大
で
あ
り
ま
す
。

　そ
の
た
め
に
組
織
は
「
若
返
り
」
と

〈
会
員
か
ら
選
出
さ
れ
た
委
員
の
紹
介
〉

　
広
報
委
員
１
名
、
安
全
管
理
委
員
３

名
と
な
り
ま
す
。

広
報
委
員

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
に
よ
る
情

報
共
有
化
・
活
性
化
が
不
可
欠
な
時
で

も
あ
り
ま
す
。

　新
し
い
会
長
を
中
心
に
会
員
・
役
職

員
、
皆
で
力
を
合
わ
せ
知
恵
を
絞
り
令

和
の
新
シ
ル
バ
ー
を
築
い
て
頂
き
た
い

と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　最
後
に
皆
様
の
健
康
を
祈
念
し
退
任

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

川
村
信
介

〈
退
任
理
事
〉

　川
村

　信
介
（
前
会
長
）

　粕
谷

　慶
子
（
前
理
事
）

　笹
谷

　雄
次
（
前
理
事
）

　中
野

　侚
彦
（
前
理
事
）

〈
退
任
監
事
〉

　池
田

　恭
司
（
前
監
事
）

長
い
間
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　我
家
に
は
、
妻
が
残
し
て
逝
っ
た
一

匹
の
キ
ジ
ト
ラ
の
猫
が
い
る
。
名
前
は

ミ
ミ
ち
ゃ
ん
だ
。
九
年
間
も
一
緒
に
住

ん
で
い
る
と
、
猫
と
は
言
え
飼
い
主
と
、

お
互
い
の
気
持
ち
が
通
じ
る
も
の
が
あ

る
。　私

が
仕
事
で
夜
遅
く
帰
宅
し
て
も
、

い
つ
も
玄
関
ま
で
迎
え
に
来
る
。
と
て

も
律
儀
だ
、
私
が
ミ
ミ
と
声
を
か
け
、

な
で
て
や
る
と
気
分
良
さ
そ
う
に
ス
タ

ス
タ
と
居
間
へ
先
に
入
っ
て
行
く
、
私

も
後
か
ら
つ
い
て
行
く
、
帰
宅
し
て

ほ
っ
こ
り
す
る
一
時
だ
。

　ど
ん
な
に
仲
良
い
夫
婦
で
も
、
九
年

も
一
緒
に
住
ん
で
い
る
と
、
一
度
は
喧

嘩
も
あ
る
と
思
う
が
、
ミ
ミ
と
私
は
一

度
も
喧
嘩
し
た
こ
と
は
な
い
、
ミ
ミ
と

私
は
平
和
な
相
棒
だ
。

　こ
ん
な
私
に
も
一
つ
気
の
入
ら
な
い

事
が
あ
る
、
体
の
小
さ
な
ミ
ミ
が
、
飼

い
主
の
私
を
い
つ
も
上
か
ら
目
線
で
見

て
い
る
こ
と
だ
。

　ミ
ミ
が
私
に
伝
え
た
い
事
は
、
猫
鳴

声
で
し
っ
か
り
伝
え
て
来
る
。

　私
は
、
ミ
ミ
の
言
う
事
を
つ
い
聞
い

て
し
ま
う
。
そ
ん
な
ミ
ミ
と
暮
ら
し
て

温
も
り
を
感
じ
る
、
い
つ
の
間
に
や
ら

猫
好
き
に
な
っ
た
様
だ
。

有料駐輪場
調布南・バイク班

菊一　優

会
長
退
任
の
あ
い
さ
つ

我
家
の
主

　猫の
ミ
ミ
と
暮
ら
し
て

小島町遺跡近世墓

く
っ
そ
う

ひ
び
き
な
だ

し
ん
て
ん

そ
う

ぎ
ょ
う
が

ふ

　が

副会長
永石　正宏

常務理事
兼事務局長
肥田　文隆

菊一　優

木村　静枝

佐々木　修

田中　伸一

辻　　薫

村山　秋信

川口　昌博

ニタ村　和一

横山　宏一

〈
理
事
の
紹
介
〉

名取　訓長谷川  忠治

羽入田  紀一

山内  みえ子

安
全
管
理
委
員

〈
監
事
の
紹
介
〉

「
の
び
の
び
広
場
」
は

会
員
皆
さ
ん
の
ご
自
由
な

テ
ー
マ
で
の
、
投
稿
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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安全管理委員会

令和元年 7月安全就業強化月間

１．熱中症予防

★安全就業強化テーマ★

○屋外就業の際は、こまめに休憩、水分・塩分の補給をしましょう。
○屋内でも熱中症の危険性があります。少しでも不調を感じた
ら、我慢しないでただちに医療機関を受診しましょう。

○就業中は仲間に声をかけるなど、お互いに体調を確認してく
ださい。

○昨年発生した傷害事故23件の内９件は転倒・転落による
事故でした。

○こんな時は特に転倒する危険があります。
　・慌てているとき・急いでいるとき
　・両手がふさがっているとき
　・何かに気を取られているとき
　・靴が足に合わないとき

　今
年
度
は
「
平
成
」
か
ら
「
令
和
」

に
元
号
が
代
わ
り
、
安
全
管
理
委
員
会

も
新
た
な
気
持
ち
で
ス
タ
ー
ト
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

　前
年
度
は
夏
の
記
録
的
な
猛
暑
と
異

常
気
象
、
そ
し
て
不
注
意
な
ど
の
要
因

に
よ
る
事
故
（
傷
害
・
賠
償
）
が
前
年

よ
り
も
増
加
発
生
し
ま
し
た
。

　今
年
度
も
事
故
の
予
防
と
防
止
な
ど
に

関
す
る
、研
修
・
勉
強
会
を
タ
イ
ム
リ
ー

に
開
催
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　そ
し
て
、健
康
管
理
を
考
え
た
体
力
・

筋
力
ア
ッ
プ
の
た
め
の
ス
ト
レ
ッ
チ
体

操
研
修
会
を
開
催
し
て
、
転
倒
に
よ
る

ケ
ガ
の
防
止
と
衛
生
管
理
面
の
勉
強
会

を
開
催
し
て
、
会
員
の
皆
さ
ん
が
日
々
、

安
全
で
健
康
に
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に
、

企
画
事
業
を
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

　更
に
軽
度
の
ケ
ガ
な
ど
に
応
急
的
な

救
急
セ
ッ
ト
を
、
事
故
発
生
頻
度
の
多

か
っ
た
職
群
班
へ
の
配
布
を
検
討
し
て

い
ま
す
。

第
一
・
四
半
期
の
研
修
・
勉
強
会
の
報
告

①

　４
月
16
日
（
火
）

「
リ
ー
ダ
ー
兼
安
全
支
援
員
の
勉
強

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
安
全
支

援
員
と
し
て
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
し
て
、
そ
の
役
割
と
年
間

計
画
に
つ
い
て
周
知
、
確
認
を
し

ま
し
た
。

②

　５
月
16
日
（
木
）

「
衛
生
管
理
研
修
会
」
を
家
事
援
助

職
群
班
の
会
員
を
対
象
に
開
催
し

ま
し
た
。
湿
度
、
温
度
が
高
く
な

る
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
食
品
衛
生

に
関
す
る
対
応
と
、
食
中
毒
予
防

の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
出
席
会
員

メ
モ
を
と
り
勉
強
し
て
い
ま
し
た
。

③

　６
月
21
日
（
金
）

「
熱
中
症
対
策
研
修
」
を
配
布
及
び

屋
外
駐
輪
場
の
職
群
班
の
会
員
を

対
象
に
開
催
し
ま
し
た
。
併
せ
て

自
転
車
安
全
点
検
も
実
施
し
ま
し

た
。

　今
年
度
も
早
々
に
夏
日
が
予
想
さ
れ

る
中
、
熱
中
症
対
策
と
予
防
に
つ
い
て

徹
底
し
、
事
故
の
発
生
防
止
を
図
り
ま

す
。

（
今
年
度
の
安
全
研
修
予
定
）

10
月

　ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
研
修

11
月

　ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
研
修

12
月

　安
全
就
業
強
化
月
間

安
全
委
員
会
だ
よ
り

　令
和
初
の
、
節
目
の
第
70
回
定
時
総

会
が
、
去
る
６
月
14
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　司
会
か
ら
、
現
在
の
正
特
会
員
数
は

１
，
６
１
１
名
、
委
任
状
を
含
め
た
出

席
者
数
は
、
１
，
３
８
０
名
で
、
総
会

は
成
立
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　今
回
の
総
会
で
は
、
平
成
30
年
度
事

業
決
算
報
告
と
理
事
９
名
・
監
事
１
名

の
選
任
が
議
案
と
し
て
提
案
さ
れ
、
両

議
案
と
も
に
原
案
ど
お
り
承
認
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
元
年
度
事
業

計
画
及
び
収
支
予
算
に
つ
い
て
も
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

２．転倒事故防止

新
会
長
の
就
任
挨
拶

第
70
回
定
時
総
会
（
報
告
）

臨
時
理
事
会

（
報
告
）

　
氏

　
　
名

永

　
谷

　
　
　
誠

永

　
石

　
正

　
宏

肥

　
田

　
文

　
隆

菊

　
一

　
　
　
優

木

　
村

　
静

　
枝

佐
々
木

　
　
　
修

田

　
中

　
伸

　
一

辻

　
　
　
　
　
薫

村

　
山

　
秋

　
信

横

　
山

　
宏

　
一

川

　
口

　
昌

　
博

ニ
タ
村

　
和

　
一

 

役   

職

会

長

副
会
長

常
務
理
事

理

事

 

〃

 

 

〃

 

 

〃

 

 

〃

 

 

〃

 

 

〃

 

監

事

 

〃

 

新

　役

　員

ストレッチ体操研修会 

参加者募集!! 

「暮らしを拡げる１０の 

筋力トレーニング」

シルバー人材センター事務局まで
お電話でお申し込み下さい
℡０４２－４８７－９３７５  

　立つ、座る、またぐ、拾う、
といった日常生活の動作に応
じた筋肉を10種類の筋力ト
レーニングで鍛えましょう。
日時 令和元年10月17日（木）
 午後２時～
場所 こころの健康支援
　　　センター
定員 30名（先着順）   

　定
時
総
会
終
了
後
臨
時
理
事
会
が
開

催
さ
れ
、
新
会
長
に
永
谷
誠
氏
、
新
副

会
長
に
永
石
正
宏
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。　新

役
員
が
次
の
よ
う
に
決
ま
り
ま
し

た
。

　第
70
回
調
布
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
定
時
総
会
終
了
後
に
開
催
の
臨
時

理
事
会
に
て
、
私
が
会
長
に
選
任
さ
れ
、

就
任
い
た
し
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
宜
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　平
成
30
年
度
の
請
負
事
業
は
前
年
度

よ
り
微
増
、
派
遣
事
業
は
大
幅
に
ア
ッ

プ
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
会
員
、
役
職
員

皆
様
の
ご
努
力
の
お
陰
と
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
少
子
高
齢
化
の
一
段
の
進
行
、

働
き
方
改
革
な
ど
の
方
策
も
あ
り
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
適
正
な
運
営

が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
過
去
40
年

の
経
験
や
知
恵
を
生
か
し
な
が
ら
、
諸

課
題
に
取
り
組
み
、
新
し
い
時
代
も
一

歩
一
歩
す
す
め
て
ま
い
り
ま
す
。
働
く

こ
と
を
通
じ
て
〝
生
き
が
い
〞
の
充
実

と
健
康
な
日
常
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に

と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　今
後
と
も
、
会
員
の
増
強
と
就
業
・

受
注
開
拓
に
注
力
し
て
い
き
ま
す
。
会

員
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　会
員
皆
様
の
健
康
と
益
々
の
活
躍
を

祈
念
し
ま
す
。

会長
永谷　誠

総会受付風景

◎部会長（委員長）　○副部会長（副委員長）

部

　
会

委
員
会

令和元年度・2 年度　専門部会・委員会構成員

総　　務

事　　業

広　　報

安全管理

辻　　薫
東部地区

◎永石　正宏
技能・民間班

◎田中　伸一
（理事） （理事） （理事） （理事） （理事） （会員）

（理事） （理事） （理事） （会員） （会員） （会員）
◎村山　秋信

木村　静枝
西部地区

○横山　宏一
管理・公共群

○木村　静枝

○横山　宏一

菊一　優
中部地区

◎佐々木 修
南部地区

○田中 伸一
北部地区

村山　秋信
家事・作業群

菊一　優 辻　　薫

永石　正宏 長谷川 忠治

佐々木 修 名取　訓

羽入田 紀一 山内 みえ子
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事
業
予
定

令
和
元
年

７
月
９
日
㈫
　
就
業
希
望
会
員
の
相
談
会

　
　
11
日
㈭
　
入
会
説
明
会

　
　
12
日
㈮
　
配
分
金
支
払
い

　
　
18
日
㈭
　
新
入
会
員
研
修

　
　
19
日
㈮
　
第
３
回
理
事
会

８
月
８
日
㈭
　
入
会
説
明
会

　
　
15
日
㈭
　
配
分
金
支
払
い

　
　
22
日
㈭
　
新
入
会
員
研
修

　
　
23
日
㈮
　
第
４
回
理
事
会

　
　
24
日
㈯
　
第
１
回
臨
時
入
会
説
明
会

９
月
12
日
㈭
　
入
会
説
明
会

　
　
13
日
㈮
　
配
分
金
支
払
い

　
　
19
日
㈭
　
新
入
会
員
研
修

　
　
27
日
㈮
　
第
５
回
理
事
会

　
今
回
は
時
代
の
流
れ
か
ら
、
綴
り

ま
し
た
。
私
達
は
、
昭
和
、
平
成
、

令
和
の
三
代
に
わ
た
る
時
代
に
生
き

な
が
ら
え
て
い
る
昨
今
、
月
日
の
経

つ
の
が
、
早
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。
平

成
時
代
は
、
東
日
本
大
震
災
、
阪
神

淡
路
大
震
災
、
普
賢
岳
の
大
火
砕
流
、

九
州
熊
本
城
の
崩
壊
な
ど
、
諸
々
の

事
件
、
事
故
、
激
動
の
三
十
一
年
で

し
た
。
新
元
号
「
令
和
」
は
天
皇
陛

下
が
退
位
後
、
五
月
一
日
か
ら
施
行
、

令
和
は
万
葉
集
の
「
梅
花
の
歌
」
か

ら
生
ま
れ
ま
し
た
。
平
成
天
皇
か
ら

令
和
天
皇
へ
新
た
な
時
代
を
迎
え
、

平
穏
無
事
を
願
う
ば
か
り
で
す
。
私

達
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員

全
員
、
年
を
重
ね
て
も
、
自
己
の
責

任
を
持
ち
、
暑
さ
、
寒
さ
に
、
最
善

の
注
意
の
元
、
就
業
に
邁
進
し
ま

し
ょ
う
。
身
体
が
資
本
で
す
。
健
康

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
最
後
に
会
員
の
皆
さ
ん
に
お
願
い

が
あ
り
ま
す
。
友
人
、
知
人
に
お
声

を
か
け
、
一
人
で
も
会
員
の
増
員
に
、

お
力
を
お
借
り
し
た
く
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。（

粕
谷
　
慶
子
）

こ
れ
か
ら
の

事
務
局
だ
よ
り

地　区
東部地区
西部地区
中部地区
南部地区
北部地区
計

新入会員数
（H31年3月～R1年5月）

男
2
8
1
2
7
20

女
1
6
4
8
0
19

計
3
14
5
10
7
39

事業実績内訳表

会員数

受託件数

就業実人数

契約金額

H31
2月

H31
3月

H31
4月

1,635

645

959

47,429

1,605

712

984

54,121

1,629

736

1,000

53,094
（千円） （千円） （千円）

健康！地域貢献！生きがい！口コミで会員拡大を！

●
髙
木
次
長

独
自
事
業
・
筆
耕
・
大
工
・
左
官
・
塗
装
・
畳
・

公
共
（
公
園
等
）・
内
職

●
中
倉
主
任

　
公
共
・
植
木
・
総
務
部
会
・
安
全
管
理

●
中
島
主
事

企
業
（
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
）・

単
発
受
注
・
京
王
閣
・
広
報
委
員
会

●
城
倉
主
事

サ
ー
ビ
ス
公
社
・
チ
ラ
シ
配
布
・
単
発
受
注
・

家
事
援
助

●
田
村
主
事

企
業
（
清
掃
）・
襖
・
障
子
・
網
戸
・
除
草
・
草
刈

●
竹
下
嘱
託
職
員

　
家
事
援
助
・
子
育
て
支
援

●
鈴
木
嘱
託
職
員

　
派
遣
事
業

●
山
本
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　

　
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス

●
堀
内
臨
時
職
員
　
植
木
剪
定
等

●
安
田
臨
時
職
員
　
庶
務
・
経
理
補
助
等

●
茂
住
臨
時
職
員
　
大
工
・
左
官
・
塗
装
・
畳
等

●
荒
井
臨
時
職
員
　
除
草
等

〈
会
員
手
帳
の
購
入
に
つ
い
て
〉

　
２
０
２
０
年
版
会
員
手
帳
の
購
入
を
ご
希

望
の
方
は
、
料
金
を
ご
用
意
の
上
、
事
務
局

に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間
　
８
月
１
日（
木
）〜
９
月
30
日（
月
）

料
　
　
金
　
ま
だ
確
定
し
て
お
り
ま
せ
ん
の

で
、
７
月
下
旬
頃
事
務
局
に
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

第 70回定時総会会長挨拶

総会風景職群班リーダー会議

〈
人
事
異
動
〉

平
成
31
年
４
月
１
日
付

事
務
局
長
代
理
（
昇
任
）　
塚
田
直
之

事
務
局
総
務
次
長
（
昇
任
）
岡
田
圭
史

（
新
規
採
用
）

　
主
事
　
城
倉  

蛍
太
（
じ
ょ
う
く
ら 

け
い
た
）

　
主
事
　
田
村  
祥
（
た
む
ら  

し
ょ
う
）

事
務
局
担
当
（
職
責
）

●
肥
田
事
務
局
長

　
統
括
・
派
遣
事
業
所
長

●
塚
田
事
務
局
長
代
理
兼
就
業
次
長

理
事
会
・
統
計
管
理
・
会
員
管
理
・
事
業

部
会
・
派
遣
元
責
任
者

●
岡
田
総
務
次
長

　
経
理
・
補
助
金
・
庶
務
・
和
洋
裁

　
前
職
は
金
融
機
関
に
６

年
間
勤
務
し
て
お
り
ま
し

た
。
趣
味
は
昨
年
生
ま
れ

た
子
供
と
遊
ぶ
こ
と
が
、

趣
味
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
元
気
な
皆
様
に
負
け
な

い
よ
う
に
日
々
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
気
兼
ね
な
く
お
声
か
け
く
だ
さ

い
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
前
職
は
農
協
関
係
の
仕

事
を
６
年
間
し
て
い
ま
し

た
。
趣
味
は
野
球
と
釣
り

で
す
。
皆
さ
ん
に
快
適
に

働
い
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

事
務
局
職
員
と
し
て
努
力

し
て
参
り
ま
す
。

　
事
務
局
へ
い
ら
し
た
際
は
是
非
気
軽
に
声

を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
か
ら
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
編
●
集
●
後
●
記
●


